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一一一一）一一
全

（

続
角…
は
五
年
目
の
回
歸
毎
に

必
ず

選
減
す
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
な
い

の
で
あ
る
o

同
じ
ァ
ラ
ス
カ
地
方
で
捕
採
さ

れ
る
ビ
ン
ク

と
コ
ホ
と
は
そ
の
盤

図
の
一一一一况が
全
く
．-l-f
l-l-一と
は
反
對

し
て
一e
て
三
〇
年
度
に

も

一一一a一一一一一で

あ
つ
た

。し
か
し
～:
れ
ら
の
經
・?

的
個
値
は
到
一一一一一．-1i l一一一m一に
及
ば
な
い

か
ら

、
米
國
政
-ff
は

一…一 :

一
ら
，一一一一一一一保

護
に

熱
中
し
こ
れ
が
川

一f．要
-llk
場
の

プ
リ

ス
ト
ル
M
-
-一に
於
け
る
図
漁
年

度
の
絶
對
禁
漁
を
試
み
て
漁
獲
選

減
の
大
勢
を
--

」
-
止
せ
ん
と
し
た
o

プ
リ
ス
ト
ル

組
一附
近
に
は
多
数

の
一廠
請
工
場
が
あ
り

、
直
接
'
間

接
こ
れ
に
次
食
す
る
業
者
も
少
く

な
い

。政
府
の
や
・

・

、一突
然
資
施
し

た
こ
の
禁
漁
政
策
に

對
し
て

、
業

者
の
不
滿
で
あ
つ
た
事
は
勿
論
だ

が
果
し
て
ど
う
い
ふ
態
度
を
示
し

た
か

。～:
の
禁
漁
問
題
は
往
年
の

三

-

富
で
あ
る
o

同
川
の
．
-
1

i一一一m i
は
年
々

一一一一一減
す
る

事
資
は
な
い
が
將
來
に
備
へ
る
た
め

一
九
三

〇
年
五
月
米
网
は
ヵ
ナ

ダ
囲
と
協
商
し
一
定

の
漁
區
と
期
間
と
を
制
限
し
、
か
つ
一m-
n

l一一の

極
類
を
も
限
定
し
て
．
-
-一 i

i
l

i
-

．の
一川

h
l
i

採
を
許
可
す

る
こ
と
に
し
た

。か
や
う
な
部

資
も
速

く

三
、
四
十
年
以
前
に
一構
へ
る
と
感
概
無
量
で

あ
る
o

営
時
ア
ラ
ス
カ

は
勿
論
だ
が

、
フ

レ

ー

ザ

1
川
で
さ
〈
，

．-i
-一一一一-・の
一一一M一一・一:- ::心
は
資
に

無
盡

競
と
應
斷
さ
れ
て
一e
た

。
そ
れ
が
半
世
紀
も

經
過
し
な
い
今
目

、
す
で
に
保
一一一一の
必
要
を

病
感
し
た
の
は

、
在

一の一一一一一一一m一
と
漁
一M
M一と
の
械

衡
が
花
し
く
素
れ
た
・・・-

め
で
あ
る

。

米
國
政
府
が
な
ぜ
、通
に
本
年
プ
リ
ス
ト
ル

灣
の
一一一'-一一一一を一n一一一行
し
た
か
と
い
ふ
に

、
そ
れ

は

一
九
三
〇
年
の
図
漁
と
因
果
開
係
に
あ
つ

て
そ
の
後
難
を
深
慮
し
た
・・
め
で
あ
る

。こ

の
三
〇
年
度
布

一は
二
五
年
度
の
一因
一組
時
に
放

流
さ
れ
た
稚
a一の
回

:

M一であ
る
こ
と
が
明
瞭

ゆ
一a
、
本
年
度
e一は
三
〇
年
度
e
'
の
同
歸
に

相
違
な
い

。そ
れ
ゅ
一a
も
し
一u
れ
を
平
年
の

や
う
に
漁
獲
す
る
に
任
か
す
と
こ
の
同

一
系

/ 率 ? 2 f  2T 2 l  29 30 31 3 2 33

1

一一-
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I
大

-

し
た
も
の
は
太
平
洋
方
面
で
は
岩
手
縣
津
輕
石
川
及

び
一幅
島
縣
新
田
川
で
あ
り
、
日
本
海
方
面
で
は
樺
太

多
蘭
泊
川

'
北
海
適
石
狩
支
:

略
管
内
の
諸
川
'
新
潟

縣
の
三
面
川
で
あ
つ
た
が
い
づ
れ
も
昭
和
五
年

（一

九
三
〇
年

）の
一M一一 i一一一一m一高
は
最
近
十
ケ

年
の
平
均
額

以
上
で
决
し
て
一一一一m一で
は
な
か
つ
た

。～:
れ
に
反
し

て
我
関
の
一因
一一一一は昭
和
三
年

（一
九
二
八
年

）及
び

～:
れ
に

つ
ぎ
同
年
角
、の
回
的
す
る
同
七
年

（一
九
三

二
年

）
で
あ
つ
た

。～:
の
現
象
は
津
細
一石
川

、
新
国

川

、
北
海
通
石
特
支
廳
管
内
の
m・諸
川
に
著
し
い

。一1J

の
年
次
の
漁
況
は
一一f
洲
で
は
=

，
-

a
漁
で
あ
つ
た
が
、
米

関
で
は
區
・一r
で
あ
つ
て

、
-=
界
的
に

一
致
し
て
一e
な

い

。ま
た
一一一一一一一一一一一一一m一の一一一・資
を
見
る
に

近
年
で
は
昭
和

元
年

（一
九
二
六
年

）
に
著
し
く

:

'

同

一一一一の系
統
が
同

様
の
運
命
を
指
ふ
が
そ
れ
の

一一一 :tllf
現
が
太
平
洋
方
面
と

日
本
海
方
画
と
は

一
年
の
通
速
が
あ
る
'
即
ち
太
平

洋
方
面
で
は
昭
和
六
年

（一
九
三

一
年

）
に
豊
漁
が

あ
り
日
本
海
方
面
に
は
そ
の
前
年
に
こ
れ
が
現
は
れ

た

。か
く
て
難
の
回
師
す
る
期
日
に
差
異
の
あ
る
の

は
複
雑
な
環
境
に
よ
る
た
め
で
も
ぁ
る
が

、
要
す
る

に
趣
族
の
相
違
に
基
く
も
の
と
思
は
れ
る

。

米
國
が
プ
リ

ス
ト
ル

if
で
紅
一一一一の禁
漁
を
斷
行
し
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S

た
の
は

、
～:
れ
が
審
效
上
最
も
明
快
な
一…
録
-u
で
あ
つ
て

、
そ
の
結
果

が
い
か
に

一
九
四
〇
年
に
顯
揚
さ
れ
る
か
は
最
も
興
味
あ
り

、
ま
た

示

一一一一に
一一:m
む
問
題
で
あ
る

。

我
関
で

:

-

一一一の
出
1）
（-
漁
况
と
漁
一一一M-
一一一一一一一減
の
や
-

明
瞭
な
事
は
新
潟
縣

の
三
面
川
で
あ
る

。同
川
の
明
治
二
十
二
年
（
-
-一一一一一一-表態
期

）よ
り

:

-
:

-一後
の
統
計
を
見
る
と
明
に
四
一一一-・
．
・

一一一にm一一一一因
い
づ
れ
も
相
亞
い
で

一0

る

。
そ
の
結
果

，報
-）

（1
漁
い
づ
れ
も
交
互一し
て

二
期
出
現
す
る

。

そ
の
状
況
は
左
の
如
し

2

」
2
o-

:
l

-

一一 :
i
E
4

r

2
1

，）

2
9

5

9

2
（-

:
-

0

6

-

o

2
7

3
l

7

l
l

u
2

3
6

4
一一

l
2

一一一fn

一一 :

一一3
3
7

4
1

l

3

最
一一一一一3
7

3
4

認

4

，

l
4

一一一一一一n4

S

一一一5

:
-

9

4
:

-

n一一一Fa
l

一一
9

:E:
'一、:
i
E
-

l

:
-

一一一 :i
E
2

一一一一 :-
E
:

-

前
表
中
年
代
の
コ
ヂ
ッ
ク
は
系
統
の
出
現
が
的
中
し
た
も
の
で
あ

る

。從
つ
て
明
治
二
十
年
及
び
二
十

一
年
の
兩
系
統
e一で
は
や
-

正

確
に

回
的
し
た
も
の
が
多
い
が

、
次
年
度
の
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
で
も

な
い

。し
か
し
概
し
て
豊
1）
l-
と
も
に
そ
の
1-i-
向
を
示
し
て
-lb
る

。た

r
昭
和
八

、
九
年
は
い
づ
れ
・一o一一標
想
に
反
し
た
o

こ
・・・
-

に
最
も
省
成

す

ぺ
き
こ
と
は

、
三
面
川
で
は
豊
図
に
よ
る
い
か
な
る
年
度
で
も
そ

の
--la
況
が
逐
年
一選
減
し
て
一e
る
一1J

と
で
あ
る

。～:
れ
に

對
し
て
は
一9一

め
深
一一世
の
方

．
東
を
樹
て

、
い
よ

く
表
亡
せ
ん
と
す
る
組
業
の
税
同

を
同
ら
ね
ば
な
ら
な
い

。一1J

れ
は
多
年
官
民
の
明
通
し
そ
れ
が
た
め

人
工
解
化
に
よ
る
器
:一烟
法
を
離
じ
て
一eb
る
次
第
で
あ
る

。な
ぼ
そ
れ

で
も
將
來
十
分
救
流M
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
と
い
ふ
状
um
で
あ
る

な

ら

、
せ
め
て

1）
l-
漁
だ
け
で
も
-L
止
す
る
方
法
を
謀
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る

。米
囲
の
や
う
に

禁
-

l
f
a

制
度
を
布
く
こ
と
は
一一・一一難
で
あ
ら
う
が

漁
期
を
制
限
し
て
多
数
の
一一一一一を
一一一一節
・

の
た
め
に
湖
上
さ
せ
他
口
に

備

ふ
る
も
一
策
で
あ
る

。一一一一一一一年の
到
來
は
豫
斷
が
出
來
る
か
ら
こ
れ

を
業
者
に

一一一' :告
す
れ
ば

、
た
と
ひ
漁
期
が
細
限
さ
れ
て
も
'
そ
れ
で

一出
一
に
一-

、一一一・一一す
る
こ
と
も
な
か
ら
う

。、水
．一一一一一'---
一一一を
一一一一一一一一一fa推す
る
河
川
で
は

そ
の
結
果
が
三
面
川
の
や
う
に
顯
著
で
な
く
と
も
同
様
の
超
勢
を
現

は
し
て
一e l b

る
こ
L
，

．．一・・・・一mu

ふ
か
ら

、
ま
た
こ
れ
が
對
一一一一一一一を
講
ず
る
～:
と

が
繁
要
で
あ
る

。一一一一一一に
米
一一一一ブリ
ス
ト
ル

湖
の
禁
漁
間
題
・

力
3
i

の
器

取
に

對
し
て
晴
示
す
る
と
こ
ろ
が
少
く
な
い
と
一，:一一一一一 :
1
警
す
る
次
第
で
あ

る
o

X

x

x

l
-

一l
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資

北

海 i料

道

の

淡

水

魚

北
海
道
:一a
誌
解
化
場

岡

田

性
l,・i:l

今
回
北
海
描

一 :

-一一一聽
解
化
場
が

、
實
一一n
上
、
淡
水
々
族
試
驗
場
と
し

て
面
口
を

一
新
し
た
-l::
と
は
一一一一一に
開
知
の
こ
と
で
あ
る
が

、
～:
の
秋

に
際
し
て

'
姚一館
解
化
場
の
一一一一= :

出

一…一一域
た
る
我
が
北
海
通
の
淡
水
e一

に
つ
い
て

、
一
應
の
常
識
を
異
へ
て
置
く
こ
と
は
必
要
な
一一一計・
で
あ
ら

う
と
思
ふ

。以
つ
て
小
流
を
草
し
參
考
資
料
と
す
る
所
以
で
あ
る

。

担
、
一
概
に
淡
水
e
'
と
云
つ
て
も
、

離
の
淡
・一一一一石
一の :一一一類fI-細は
・ :

，b
?
:一一一

だ
一
怖
か
な
も
の
で

、
日
本
一金
関
の
純
期
-
-
1・一一一一一め
て
も
五
十
極
に
は
充

た
な
い
だ
ら
う
と
一一一はれ
て
一e
る

。殊
に
北
海
適
に
確
す
る
淡
水
無

と
極
限
す
る
と
，
愈
・一r
少
く
な
っ
て
せ
い

，-、・、・・十
数
被
位
の
も
の
で

二
十
-lf
と
は
居
な
い
様
に

思
ふ

。

然
し
産
卵
期
に
河
川
を
溯
上
す
る
所
開
溯
河

:

性
一一一一類（A
na（
-

r
o
m
，

ou
s

一
「 is
一一）
や
或
は
海
へ
下
つ
て
産
卵
す
る
降
河
性
・一一M
識

（Cat
a

，

drom
ou
s
f
is
h

）
の
如
・
to

、
生
一一一 :一に
淡
a-
兩
水
に

生
活
す
る
様
な

種
類
を
も
含
め
る
と

、
全
日
で
七
'
八
十
組
は
居
る

。殊
に
我
が
北

七
、
ア
n

P
I

e
c
o
9
l

（ :

-ssiis
alt
ive
l
is

J
o
r
d
a
t
-

8
l
:

Sc
hlc

9e
l

次
に
ヮ
カ
サ

ギ
科

（A
r
9en

t
im
d
al

）
に
一
屬
す
る
も
の
を

一a一げ

る
と
、

八

、
チ
カ

H
y
P
om
e
su
s

〇

一idu
s

（Pa

-la
s

）

九
'
キ
一一』ウ
ー-ー

ウ
ォ

〇sm
ea
s

（
1e

n
tex

（Ste
iu
d
ac
hn
e
r

）

十

、
シ
シ
ヤ
モ

（）一srrl

-
-

-r

' l一一s
lan
ce
olat
l

一 is
H
i

:kit
a

何
れ
も
北
日

本
の
布
、で
あ
る
が
'
チ
カ

は
各
地
に
移
施
さ
れ
て

、
大
分
南
方

の
中
國
地
方
に
ま
で
分
布
し
て
一e
る

。何
れ
も
産
卵
の
爲
に
溯

河
す
る

。

次
に

自
角
、

（-・一sa l
a
n
9
i（
-

a
c

）
科
に
-f
す
る
も
の
に
は
唯

一
極
シ

ラ
ウ
オ
が
あ
る
o

十

一
、
シ
ラ

ウ
オ

Salan
x
n

-ic
ro

（-o
n

（Blccl
ic
r

）
．
-

一a
:

季
、
---E

土
質
の
河
川
を
産
卵
の
爲
に
溯
河
す
る

。内
地
に

も
産
し
、
樺

太
の
南
部
に

も
居
る

。

一理
科

（Cy
p
n
n

，（-
a
e

）の
も
の
は
四
観
居
る

。

十

二
、．
r一
ヒ

C
v
P v
in
u e
s
c
a
rP
io
h
im
n
e

本
邦
在
來
の
一前
一
類
は

世
界
に
廣
く
分
布
す
る
種
類
と
同

一
種
で
あ
る
が

、
鏡
一題
と
云

つ
て
一雌
一が
体
に
組
に

散

一 :一一一す
る
も
の
や

、
革
鯉
と
云
つ
て

、
全

く
鱗
を
缺
い
て
-b
る
解
一一前
一が
獨
逸
か
ら
一M
W一一一一一され
て

一e
る

。

十
三

、
フ
ナ

C
a
ra
ss
iu （s
au c
ratu （

s

（I
．．）
内
地
は
勿
論
樺
太
に

も
産
す
る

。船
一

は
非
常
に
組
一一異
に
富
む
も
の
で

、
人
に

依
つ
て

随
分
多
く
の
種
類
が
認
め
ら
れ
て
一e
る

。一鐵
:

太
の
國
境
近
く
に

海
適
で
は

、
此
の
種
の
・一一に'
産
業
上
重
要
な
純
期
の
多
く
あ
る
～:

と
は
今
更
n
:一言
を
要
し
な
い
所
で
あ
る

。

そ
れ
故

、
效
で
は
期
様
な

、
生
i-lE
に

淡
一願
'出
水
に

生
一一一 :

-一 :す
る
様
な

一観
類
を
も
含
め
'
平

生
条
-l

）關
心
を
持
た
な
い
純
淡
水
角
の
一一一裁
を

舉
げ
て

、
參
考
に
供
し
た
い
とmu

・一4
（〉

先
づ
吾
人
に

最
も
開
心
の
深
い
一mi
科
（
，Salm

on
id
ae

）
か
ら
a一

げ
て
ゆ
く
が

、
館一科
に
つ
い
て
の
知
識
は
充
分
に

知
ら
れ
て
一e
る
一c

と
で
あ
る
か
ら

、
簡
單
に
名
稱
を
列
攀
す
る
に
止
め
て
M
直

く

。

一
、陸

〇n
c
o
r
hy
n
c
hlis
ket
a

（W
a

-b
a

一一m
）

二
、
解
及
び
ャ
マ
ぺ

〇n
c
o
r
hyn
c
hlis
m
a
s

（ :

1
i
-

（Bre
v
o
ot
s

）

三
、
樺
太
總

〇n
c
o
r
hy
n
c
h
ils

9o
rbu
sc

一一a（一一albau

-n

）

四

、
紅
解
及
び
姫
館

〇n
c
o
r
hy
n
c

'hiis
ne
r

-n

（W
a

-b
aiim

）

五
'
イ
ト
ウ

ーIlic
h

0

P
c
r

-
（Brc
v

〇
〇
s
t

）

六
、
イ
ワ
ナ
及
び
ァ
メ

マ
ス

Salv
e
l
in
u
sm
alm
a

（W
alb
ali m

）

あ
る
多
來
加
演
一に
居
る
も
の
は
'
著
し
く
内
地
邊
の
も
の
と
形

態
が
異
つ
て
一eb
て

、
學
術
上
珍
稀
な
も
の
と
さ
れ
て
-lb
る

。千

島
に
は
前
記
の
鯉
も
本
一一一一も居
な
い

。上
記
の
學
名
は
元
來
金

一一一に興
へ
ら
れ
た
名
一構
で
外
國
の
野
生
の
的
に

はC
a
ra
ss
iu
s

ca
ra
ss
iu
s

と
學
名
が
つ
い
て

一一-bる
o

11-
中
茂
細
博
士
は
邦
産

の
一
的
は
之
と
同

一
極
と
見
て

、C
a
ra
ss
iu
s
c
a
rass
i

-

u
s

と
一一一

一一里・
名
を
邦

一一一一一一の
船

一に
興
へ
て
居
る

。

十
四

、
ウ
グ
イ

Lc
u e
c
iscu c
s
hal

（0n
e
n
s
is
G
iin
t
he
r

常
に
河
に

糖
ん
で
居
る
も
の
と
'
平
生
海
に
'-
-
-

一一て
、
産
那
期
に

河
へ
上
つ

て
來
る
も
の
と
二
型
あ
る

。産
那
期
に
は
一
願
部
が
赤
く
な
っ
て

追
一一一一一が明
瞭
に
現
は
れ
る

。此
の
時
期
の
も
の
に

「赤
は
ら

」

と
一一一・r一一名
が
つ
い
て

b
る

神
太

、一†
島

、
内
地
に
も
居
る

。

十
五

、
ア
プ
ラ
ハ

ヤ

I

・e
u（
c
i

s
c
一一一sj

ouy
i

i

．a
S

．ウ
グ
イ
に
よ

く
似
て
居
る
が
少
し
小
さ
く

、
皮
-9
は
一a-一れ
た
色
を
し
て
一eb
る

千
浅
邊
で
は
ャ
チ
ウ

グ
イ
と
云
つ
て
一eb
る
様
だ

。内
地
'
一
禅
太

に

は
分
布
し
て
一e
る
が

、
千
一一一一一fに
も
居
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い

。条
り
大
き
な
河
に

は
居
な
い
も
の
で

、
水
田
の
確

一e一一溝
等

を
さ
が
す
と
見
つ
か
る
o

次
に
ド
ジ
ョ
オ
科

（Cob
it
i（

1

a
c

）に
-lf
す
る
も
の
に

三
種
あ
る
o

十
六

、
ド
ジ

一-
オ

M

is

9u
m
u
s

a
n
9un

li

ud
atu （

s

（Cam
t
o
r

）

普
通
内
地
ド
ジ
ョ
オ

と
細
し
て
居
る
も
の
で
あ
る

。国
中
博
士

は
外
國
に
産
す
る

M
・fos

sn
is

と
同

一
極
と
見
倣
し
て

'
最

l
=
二

-
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近
で
は
こ
の
學
名
を
E
E一一一一一て
居
る
o

雄
は
胸
◆-f
が
大
き
く
て
幅

が
廣
く

、
又
背
始
の
附
け
根
の
所
が
隆
起
し
て
一eb
る
か
ら
'
雄

雌
は
容
易
に

:

判
別
出
來
る

。内
地
以
外

、
祥
太

、
千
島
の
分
布

状
態
は
今
の
所
解
ら
な
い
之
は
腸
呼
吸
を
す
る
の
で
有
名
で
あ

る
o

十
七
、
フ

ク
ド
ジ
ョ
オ

〇reida
s

〇rea
s

（Jo
r
d
a
n
;llP
I・
，〇
W
l

er

）

之
は
北
海
通
、
機
'

f
:

-一に
産
し

、
内
地
に
は
一一一一一ない
。千
島
に
は

多
分
居
る
で
あ
ら
う

。前
者
が
温
い
一
，-J-
-

，一
質
の
小
川
に
居
る
の

に

對
し
、
之
は
大
き
な
清
列
な
河
に
構
息
し
て
ゐ
る

。之
も
前

一一一一同一一一一胸一開で
雌
雄
が
判
る

。

十
八

、
I

ソ

ホ
ト
ケ

ド
ジ
ョ
オ

I
．

c
f
u

:
a
-

1

n
-
-

3n
is

（Jo
r

（-a
-

1

一一一:

F
o
W
l

er

）
水
E
の
:
-

:

M
一慨
一一mの
様
な
所
に
居
て

、
大
き
な
河
に

は
居
な
い

。雌
は
地
味
な
色
合
で
あ
る
が

、
雄
は
一
資
色
の
地
に

黑
い
縦
線
が
横
-「l-を一
本
通
つ
て
一e
て
結
匯
で
あ
る

。北
海
一通

だ
け
に
産
す
る
千
島
に

は
ど
う
で
あ
ら
う
か

。北
海
一一通
の
ド
ジ

ョ
オ

期
は
こ
の
三
-llf
だ
け
で
あ
る
と
一…u
は
れ
る
が

、
此
の
三
極

は
簡
單
に
口

選
の
一
装
の
數
で
鑑
定
出
來
る

。つ
ま
り
内
地
ド
ジ

ョ
オ

は
十
本

、
フ
ク
ド
ジ
ョ
オ

は
六
本

、
エ
'ソ
ホ
ト
ケ

ド
ジ
ョ

オ

は
八
本
持
つ
て
--b
る

。

-f
-

n一科

（Ga
st
e
rostc
i（

1

a
c

）
の
も
の
は
二
一一一一居る
o

十
九
、
イ
ト

ョ

G
a
st
ero
st
eu
s
acu
le
at

1
-s

（L
．）次
に

述
ぺ
る

ト
ミ

ョ
と
共
に
普
通
ト
'一一一一 :

ソ

オ

叉
は
ト
ン

ギ
ョ
と
一一一はれ
て
-b

り
で
は
之
を
食
-
そ
う
だ
が

、 :
伸
:

・一一う
ま
い
も
の
だ
と
云
ふ
o

類
の
あ
た
り
に
条
色
の
線
條
が
あ
っ
て
伸
:

一一 :

締
匯
な
小
・一一一で
あ

る
o

二
三
、
チ

、プ

T
r
i

（-cn
t
i

9er
o

-

）s
（-
-一 i-
一一 is
（Tcm

m
in
c
k

1;lP

Sc
hlc

9d

）
ト
ラ

ハ

ゼ
と
も
一一一一一ふo

-

1J

の
ハ

ゼ
が
五
極
の
中
で

一
番
大
き
い

。第
一一行 :
一時
の
始
條
が
著
し
く
延
び
た
も
の
が
あ

る
が

、
之
は
多
分
雄
で
あ
ら
う

。内
-ll3
の
如
き

一一f水
に

も
居
る

が

、
何
れ
で

一e一卵
す
る
か
不
明
で
あ
る

。

二
四

、
ウ
キ
ゴ
リC

hac
so

9
o
-

）u（
i

s

m
a
c
r
o
9n
at
ho
s

（B
l

e
c
k
e
r

）

第

一一一::船
の
後
端
上
部
に
期
著
な
黑
点
が
あ
る

。チ

、プ
と
ゥ

キ
:r

，
-

，は
北
千
島
を
除
い
て

、
樺
太

、
南
千
島

、
内
地
と
廣
く

分
布
し
て
ゐ
る

。

次
に
カ
ジ
カ

科

（Cott
i

（-a
c

）で
は
次
に

述
ぺ
る
力

ジ
カ
の
外
に

カ
マ
キ
リC

ottu
s
k
a

zik
a

と
云
ふ
の
が
居
る
か
と
思
ふ
が

、
ま
だ

採
集
し
て
一elb
な
い

。

二
五
、
カ
ジ
カ

C
ot
tu
s
P
ollux
G
iin
t
he
r

祥
太

、
千
島
に

も

居
る
で
あ
ら
う

。内
地
に

は
無
論
居
る
o

一酸
科

（A
n
9u

ie

-
l

i（
1

a
e

）
に

J
f

す
る
も
の
に

二
六

、
ウ
ナ

ギ

A
n
9
i

-
-ic

laj
aP
on
ic
aT
cm
m
in
c

一【8
-S

c
hle

9el

七

、
八
年
で
成
--f
し
'
産
卵
期
が
近
づ
く
と
冬
期

、
河
を
下
つ

て
海
へ
入
る

。そ
の
産
卵
場
所
は
'
歐
洲
や
米
関
東
岸
に
産
す

る
も
の
は

、
キ
ュ
ー

パ
の
北
方
に
営
る
深
海
だ
と
一一一一は
れ
て
-b

l

一a
l

る
が
'
～::
れ
は
背
部
に

一動
く
て
長
い
三
本
の
棟
を
も
っ
て
一elb
る

方
で
あ
る
o

之
に

は
二
型
あ
つ
て

G

．

a

．

m
ic
rioc
e
P
halu c
s

は

本
州
だ
け
に
ゐ
る
陸
封
型
、
今

一
つ
の
型G

．

a

．

acu
le
atl

一 is
に

も
陸
封
型
と
溯
河
型
と
あ
る
が
北
海
適
に
は
一

用

型
と
も
見
ら
れ

る

。本
季
産
卵
の
爲
溯
河
し
、
大
抵
小
川
と
か
静
か
な
-li-
等
で

産
卵
す
る
雄
が
' :

一精
一 :

-
'一
な
産
卵
:

m
果

を
:

M一一一む
一c
と
は
一間
知
の
こ
と
で

あ
ら
う

。一一一一一一卵
・

後
雌
は
一一一一一ん
で
し
ま
ぅ

。雄
も
一一一一一一一M一が
獨
立
出

來
る
様
に

な
る
と
一一一1一一ん
で
し
ま
ぅ
ら
し
い

。雌
雄
の
區
別
は
背

期
の
根
本
か
ら
先
端
ま
で
a鏘
商
の
あ
る
の
が
雄
で
'
操
本
だ
け

に
あ
る
の
が
雌

。内
地

、
神
太

、
千
島
に

も
'-
:

，一る
。

二
〇
、
ト
ミ
ョ

一）y9
-

）s
t
c
l

一s

s
in
c
n
s
is

（（-
-
-
-ic

hc
n
ot

）
從
来
数

極
に

分
け
ら
れ
て
ゐ
る
が

，
E
中
博
士
は
之
等
を

一
前

一と
見
て

e
る

。小
さ
な
川
に

居
る
も
の
で
-

背
燃
は
短
か
く
て
小
さ
い

の
が
七
本
一-:一至
十
三
本
あ
る

。海
に
下
ら
な
い

。之
も
前
者
同

l
-一m
-
一一総…
一一一す
る
o

本
州

、
祥
太

、
千
島
に

も
居
る

。

次
に
ハ

ゼ
科

（G
o
-

） li
（-
a
c

）
で
は
目
下
の
所
五
一一一一一期一n-
-

一果
し
て
一e

る
が

、
そ
の
中
一
観
は
必一名来
一
評

に
つ
き
特

:

:

一一一一 :す
る

。凡
て
二
寸
:
…

:一

至
三
寸
位
の
可
一一一 :
-一ら
し
い
・ :
、 :・・一一M一で
あ
る

。ハ
ゼ
期
の
特
徴
と
し
て
政

始
が
吸
盤
と
な
つ
て
ゐ
る

。

二
一
、
ビ
リ

ン

ゴ

C

-llo
ea

c
a
s
t

言
ea

（〇
-

s
h
a
l
i

9hn
essy

）札

幌
神
一社
境
内
の
溪
流
で
探
集
し
た
が

、
他
に

も
居
る
様
だ

。

二
二
、
ョ
シ
ノ

ポ
ー-l

R一一 ino
9ob
iu （
s

s
im
n
is
G
n
l

四
一
開
あ
た

る
が
'
我
が
國
に

産
す
る
も
の一
・
、
産
一那
一場
所
は
ま
だ
解
つ
て
一elb

な
い

。稚
fo一は
一
寸
五
分
位
の
も
の
が
・

深
季
溯
河
し
て
川
で
成

長
す
る
の
だ
が
'
そ
の
形
態
が
親
と
ま
る
で
異
つ
て
一eb
て

'
柳

葉
状
の
無
色
透
明
な
も
の
で
あ
る
o

之
を
レ

プ
ト
セ

フ

ア
ル
ス

（L
e
P
t
o
c
e
P
h
a
l

u
s

）又
は

シ

ラ
ス
ウ
ナ

ギ
と
一一一一ふ
o

稀
に

律

太
で
も
と
れ
る

。

ヒ
ラ
メ

科

（P
l

c

一一一ron
cct
id
a
e

'

，一
に

一出
す
る
も
の
で
は

二
七
、
力

ワ
ガ
レ
イ

Plat
ic
ht
hy
s
stcn
atu （

-

s

（Pan
a
s

）
ヌ
マ

ガ
レ

イ
と
も
云

ふ

。河
口

と
か
-

河
口
に

近
い
-lf
な
ど
に

上
つ

て
來
一一o
、'）

一果
北
地
方
'
梓
太

、
千
島
に

も
居
る

。
，

:

:

統

一の
右
一跟

と
云
つ
て

、
体
の
左
側
に
限
の
あ
る
の
を
ヒ
ラ
メ

、
右
側
に

あ

る
の
を
ヵ
レ
イ

と
一
般
に

思
は
れ
て
-b
る
が
必
一-l:
し
も
そ
ぅ
で

は
な
い

。本
極
は
左
側
に
あ
る

。

大
分
綠
の
述
い
も
の
に
第
前

科

（Ac
iP en
ss

--d
ac

）の
チ
ョ

オ
ザ

メ

が
あ
る
o

二
八

、
チ
ョ
オ
ザ

メ

A
c
i:-P en
sc
r
m
ik
a
d
o
iH
n

9
（-r

1

一 :

-

o
r
f

之
は
北
・一一一一一一通
の
石
特
川
と
一・一、一照
川
に
一一座f
す
る
珍
稀
な
極
類
で

、

六
:

-
1一一
に
進
す
る
も
の
も
ぁ
る

。産
卵
の
爲
溯
河
す
る

。伸
々
美

味
な
も
の
だ
そ
う
だ
が

、
ま
だ
廣
く
そ
の
味
を
知
ら
れ
て
一elb
な

、〇
ー

‘
国
口
類
の
八
目
理
科

（Pet
rom
y

zon
id
ae

）
に

は
二
種
産
す
る

二
九
'
カ
ワ
ヤ
ツ
メ

E
n
t
o
sP
her

-l

一一sj
aP
on
ic

（us
（M
o
r
t
en
s

）

l

一一一一-
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体
長

一一 :

-
-
-
-

"
…
::一至
一 :

:

-
-

-一五
寸
あ
る
大
形
の
方
で
あ
る

。春
季
産
卵

の
爲
主
に
日
本
海
沿

一一一一:の
河
川
を
溯
上
す
る
が

、
太
平
洋
岸
の

河
川
に

も
全
然
居
な
い
譯
で
は
な
い

。稚
a
、は
河
底
の
泥
土
に

一理
れ
て
数
年
の
幼
生
時
代
を
送
る

。こ
の
幼
生
は
親
と
大
分
形

態
に
差
が
あ
つ
て

、
最
初
之
を
全
く
別
極
の
も
の
と
思
つ
て

Am
m
oc
oe
tes

と
云
ふ
-f
名
を
興
へ
た

。
今
日
で
は
こ
の
，

:

出

名
は
な
い

一一一一であ
る
が

、
使
・一=一上
ヤ
ツ
メ

の
幼
生
時
代
を
ァ
ン

モ
シ
ー

テ

ス

と
呼
ん
で
居
る
o

幼
生
に

け
五
、
六
寸
に

も
な
る

の
が
居
て

'
之
は
嫌
て
冬
期
に

一 :
取

に
幡
更

体
を
完
成
し
て
成
体

と
な
る
o

三
〇
、
ス

ナ

ヤ
ツ
メ

I

・am
l

）

ctra
P

-a

-
1c

r
i

（I-
l

o
c
h

）
維
生
小

川
に

居
て
海
へ
下
ら
4
'
七
、
八
寸
の
小
形
の
極
期
で
あ
る

。

l

一大
1

從
來
背
始
と
尾
◆f
の
離
れ
て
ゐ
る
も
の
を
ヵ
ヮ
ャ
ッ
メ

、
連
絡

し
て
-b
る
も
の
を
ス

ナ
ヤ
ツ
メ

と
し
て
一

e
l
b

る
が
'
最
近
の
研
究

に
依
る
と

、
平
生
離
れ
て
一e
る
背
船
と
尾
始
は
生
一m・
時
期
に

な

る
と
接
着
し
て
來
る
も
の
だ
と
一一一一・4
。国
中
博
士
は
ス

ナ
ャ
ツ

メ

は
ヵ
ヮ
ャ
ッ
メ

の

一
型
で
あ
る
と
考
へ
て
居
ら
れ
る
様
だ
が

～:
の
研
究
は
国
中
博
士
の
一一一一一---を
有
力
な
ら
し
め
て
一

e
l
b

る
o

雌
雄

の
一…M一別
は
何
れ
も
、
肛
門
の
後
に

所
調
-lI:
始
の
あ
る
の
が
雄
で

之
の
な
い
の
が
雄
で
あ
る
o

面
自
い
こ
と
は

、
カ
ワ
ヤ
ツ
メ

も

一・一一
ナ

ヤ
ツ
メ

も
一一一一一」
-:・
に

、
-ll-一館
と
同
様
に
産
那
に

際
し
て

、
砂
藤

質
の
河
一一一一一に
所
調
堀
を
掘
る
～::
と
で

、一・一一a
、
六
月
一明
に
は
容
易

に

之
を
一i0一見
す
る
こ
と
が
出
來
る
o

l
一
九
三
五

'五
'三
〇
-

新

潟

縣

の

鮭

增

殖

現

况

本
縣
の

:
-

M
-

'

降
は
古
く
か
ら
慷
産
し
、
縣
民
も
i

般
に

:

昭
:

食
す
る

。

北
海
道
祥
太
に
比
ぶ
れ
ば
英
生
産
，
-
-

n一一
做
少
に
は
・一連

一 :一一な
い
が
'
内
地

府
照
で
は
太
平
洋
岸
の
岩
手
縣
'
日
本
海
方
面
で
本
縣
が
最
も
多
量

一頭
に
漁
獲
し
た
初
陸
は

一
尾
の
價
十
数
国
:
:

n一至
故
十
国
を
一一一--へる
～:

と
さ
へ
あ
り

、
器
政
時
代
に
あ
つ
て
は
初
一M
i---

は
年
中
行
事
の
一
と
し

器
主
を
始
め
士
分
に

限
り
:

英
の

一
片
宛
を
分
配
し
て
．概
す
る
慣
例
が

あ
つ
た
に

微
し
て
も
、
如
何
に
一解

一一を
一u一ん
だ
か
班
知
さ
れ
る

。本
縣

は
元
小
游
分
立
し
信
一
標
川
同
賀
野
川
の
如
き
大
河
は

一
川
数
游
の
領

有
に

渉
り
'
:一一一一一備一識

一一一一m一保
誕
も
一
定
の
細
度
は
見
ら
れ
な
か
つ
た
が

各
一
器
主
は
よ
く
留
意
措
置
さ
れ
、
そ
の
一一一通
一風
は
今
尚
漁
政
施
設
の
一

と
し
て
重
き
を
な
し
て
ゐ
る

。殊
に

三
面
川
に
於
け
一，---一一一川制
度
は

約
二
百
数
-'
年
前
・一一:一一一一一年
間
に

村
上
薄
士
青
砥
武
平
次
が

、
E一
の
習

性
を
研
め
一一一一-lm一
に
適
営
な
保
護
河
川
の
制
度
を
治
水

一一一一…一一一一と
並
行
的

に
設
け
た
も
の
で
'
本
縣
一一一，政
上
永
久
の
誇
り
で
あ
り

、
學
界
に
於

て
も
我
が
因
の
名
器
と
す
る
o

本
縣

:
-

-

-

人
工
解
化
一…一一一一一一一 :--一は
明
治
十

一
年
十

二
月
農
務
省
勘
装
局
金

E
l

i一一一選氏
が
岩
船
部
三
面
川
に
て
創
め
ら
れ

、一的
來
明
治
二
十
四
年

迄
東
京
府
外
數
府
縣
に
分
議
送
付
し
、
同
二
十

・:::一
年
か
ら
同
三
十

一

年
の
間
は
新
潟
縣
淡
水
漁
業
聯
合
・一一M :

:

で
経
管
に
密
り

、一m一一一三
十

二
年

以
降
は
縣
水
産
試
驗
場
で
之
を
繼
承
し

、
主
要
河
川
内
五
ヶ
所
の
解

化
場
で
年
々

一
千
四
五
百
万
粒
の
解
化
放
流
を
な
し
一一一一一一角
'
の
維
持
增

殖
を
同
つ
て
一e
る

。別
に
三
面
川
で
一一?
一一 :一一一一士
族
の
組
織
す
る
村
上

:

難
産
育
養
所
も
協
力
し
て
解
化
放
流
に

努
め
て
ゐ
る

。

館
漁
獲
高
に

就
い
て
は
古
い
も
の
は
文
献
の
徴
す
べ
き
も
の
少
く

三
面
川
一難
漁
獲
高
は
明
治
六
年
以
降
稍
正
確
に
記
難
さ
れ
'
今
に
な

越

田

秀

包

の
-

l
f
a

獲
を
舉
げ
て
ゐ
る
o

i!-
來
越
後
の
水
庫
物
と
い
へ
ば
何
を
措
い
て
も
指

一一一d1一一一に-f
し
た

も
の
で

、・一一（い
を
又
ハ

い
よ

）と
い
へ
ば
一一-一を
意
味
し
'
漁
期
一一m-

つ
て
は
一
H
の
様
な
話
で
あ
る
が
同
十
七
年
の
-fa
獲
數
は
七
十
三
一o一一七

千
三
百
七
十
八
尾
と
記
さ
れ

、
資
際
は
そ
れ
以
上
計
算
の
連
が
な
い

程
の
大
漁
で

、
近
地
近
在
の
聽
と

一一続
一
が
沸
底
し
'
河
原
の
砂
地
に

大
穴
を
掘
つ
て
．m
-一め
た
り
、
馬
に

つ
け
た
六
七
駄
の一一一一一一が
行
術
一小
明

に
な
り

、
八
Jlli
'

通
用
の
一一
^
-
'

保
---f
一
枚
で
・一^
-
-一一一一が購
は
れ

一
寸
愛
始
で

も
振
り
ま
け
ば
も
ぅ

一
尾
添
へ
て
異
れ
た
と
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る

。

縣
統
計
で
は
明
治
三
11
二
年
よ
り
の
も
の
が
明
か
で

、
明
治
四
十

四
一五
年
に

:

-
-
-

一-
何
れ
も
二
十
七
万

:

:
一一一一台
で
最
高
を
示
し
て
ゐ
る

。=一ハ=後

漁
獲
高
は

一前
減
の
一例
向
を
一
通
一

り

一，-一・・・・一
あ
つ
た
と
は
調
へ
、
明
:一一f-初年

北
海
通
か
ら
移
入
さ
れ
た
建
細
漁
業
が

、
口
'

，一離
:

一一一一・後
4
心

。激
に

勃
興

し
て
以
來
漁
法
は
結
一 :

-
'
を
加
へ
規
一
模
一一一一一一一一一大
さ
れ
、
識
業
件
数
亦
增

加
し
て

、
河
川
と
:

海
面
の
漁
獲
比
率
に

一一一一 :し
い
變
一調
を
生
じ
、
河
川

漁
業
は
一?
9一し
く
打
準
を
，一a
り

、
流
く
漁
獲
と
恭
取
の
平
術
が
亂
さ
れ

て
來
た

。明
治
四
十

一
年
以
降
の
河
川
と
海
面
の
一一一一獲
比
率
を
見
る

に
四
十

一年
に
は
河
川
八

-
一一一 :

-

%
な
り
し
も
の
送
次

:

::一ハ率
を
， j-一一
下

し
、
沿
相
五
ヶ
年
平
均

一
割
乃
至

一
割
:

，一ル

分
を
減
じ
大
正
十

五
年
以

來
沿
海
漁
獲
は
半
数
を
:

越
し
，
昭
和
四
年
の
如
き
河
川
-fa
獲
率
性
か

三
C
◆

八
%
に
一一一一一下
し
た

。
l

一-:
l



境 七 十 二 第 年 七 第

本
縣
に

於
け
る
放
流
稚
色

、の
大
部
分
は
四
年
目
に

回
師
し
、
殘
条

の
一
部
は
三
年
目
又
は
五
年
目
に

回
開
す
る
も
の
-
，如
く

、
四
年
目

に

-ii1
的
す
る
も
の
六
〇

，力-f
七
C
%
に

し
て

、
三
年
日
及
五
年
n
:

の

も
の
四
〇
，一:' :-

'一一一・一一 :
〇
%
の
如
く
、
年
に
よ
つ
て

一用
者
に
差
あ
る
も
大

約
各
半
数
と
見
徴
さ
れ
'
近
年
-9
分
J
一 :

:一年
e一の
割
合
を
增
せ
る
一一一向

が
あ
る

。同
開
は
環
境
殊
に
海
況
に

左
右
さ
れ
る
:lf-
が
一一 ::W一だ
し
い

。

然
し
漁
整
高
と
縣
水
床--
試
驗
'

場
の
端
殖
施
設
施
行
以
後
の
一一一一・一 :

-
E

一一一流

数
を
回
師
年
数
に

基
き
之
れ
を
對
比
す
る
に

計

一一
:

S一レ

lll-

往

最
近
漁
獲
量
の
大
部
分
は
人
工
解
化
放
流
布

一の
回
師
に

よ
る
も
の
と

見
做
さ
れ
る

。

大
正
十
五
年
以
來
各
年
平
均
放
流
尾
数
は
六
百
八
十
万
尾
な
る
が

故
に

、
そ
の
漁
獲
高
は
前
記
標
識
魚
の
回
師
漁
獲
率
か
ら
推
測
師
納

す
る
と
二
十
七
一力
尾
乃
至
三
十
七
万
一 :一一-一の
・一一一獲:0一一が
漁
想
さ
れ
る

。

而
し
て
最
近
の
縣
統
計
に

よ
一，-，-

:
1一一iの
漁
獲
高
は
十
四
万
尾
前
後

（漁

獲
布

一の
平
均
体
重
は
雌
一・一一一画
、〇
四
一一 :

:
--
，，一
雄
布
、三

、七
六
四
一見
平
均

一
尾
常
り

三
、九
〇
四
一見
な
れ
ば

一
:
:

-

-一一平
:

均
体
重
を

一一W-一用
一一と
見
倣

す

）で
あ
る
が

、
資
際
の
漁

獲

，
f
は
恐
ら
く
統
計
高
の
二
倍
‘以
上
に

上
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る

（海
面

二
十
ヶ
所
の
一一一一一一一一一は
純
計
の

一
倍

三
、
河
川
の
一一…岸
七
ヶ
町
村
の
資
益
は
統
計
の
二
倍

一
、:

．
:一一一他
統
計

l
-

l-

、1

・・
、
:一一一・
、
・

、一．・:
）l--
昭
和
'

'

・:-

t
一

'
-

'-J
‘一'，一
三
ケ

ー--

右
の
如
く
;---
近
放
流
数
の
減
少
は
回
游
観
布

一の
不
是
を
意
味
し
、

大
正
十

英
準

增
取
-

」
--
業
械
張
よ
り
漁
獲
高
の
增
加
を
現
せ
る
は
明
か

に
放
流
効
果
の
的
確
を
如
資
に
一一一一一一る
も
の
と
;-「-』0得
ら
る
o

放
流
一一一一・一u一の
同
師
を
知
る
爲
め
三
面
川
へ
標
識
一一一一一一一一一一力
五
千
是

を
放
流
し
再
漁
獲
さ
れ
た
も
0
4
中
確
然
と
標
識
a一と
認
め
ら

一，-・・・・一

も
の
五
面

九
十
六
尾
で

、
三

'九
七
%
、
他
に

標
識
部
の
再
生
を
疑

は
る
-』も
の
二
百
二
十
二
尾
を
加
算
す
る
と
き

回
歸
率
は

五
◆

四
六

%
に
相
當
す
る

。～:
の
回
歸
率
と
漁

一M- :

-一一 :一
数
を
對
象
考
察
す
る
と
き

に
表
は
れ
ぬ
も
の
を
合
算
せ
ば

）
今
假
り
に
二
倍
と
假
定
せ
ば
二
十

八
万
尾
の
漁
獲
量
に
相
営
し
、
二
倍
五
と
假
定
せ
ば
三
十

五
万
尾
の

漁
獲
號
と
推
定
さ
れ
る

。回
師
率

か
ら
す
る
一n一想
数
と
推
定
漁
獲
'述

と
は
一
器

一一一一一す
る
o

河
川
の
利
用
は
將
來
年
と
共
に

愈
々

一確
ん
な
る

ぺ
く
到
底
現
在
の

放
流
計

．一一面
で
は
そ
の
=
的
を
連
成
す
る
事
因
難
な
れ
ば
、
-lf5
り
漁
業

者
の
み
な
ら
・

」一一一，--一一一く
縣

，，?の
開
心
を
喚
起
し
協
力
し
て
解
化
放
流
を

搬
張
し

、
一
面
漁
政
上
に

も
更
正
の
策
を
建
て

、
種
族
減
少
の
因
を

な
す

も
の
-

変
除
を
期
し
て
一

e
l
b

る
o

最
近
の
般
u況
は
次
表
の
如
く
に
し
て

、
探
那
数
に

比
し
放
流
數
の

多
き
は
北
海
通
よ
り
購
入
せ
る
も
の
あ
る
に

よ
る

。

1
一九
1
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地

方

通

信

〇
石
狩
通
信

（本
年
度
節
漁
况

）

本
年
度
石
狩
に
於
け
る
一師
流
細
は
五
月
四
目
よ
・o
， :

清
手
し
六
月
三

十
日
を
以
て
経
了
せ
る
が
、
五
月
下
句
よ
り
六
月
中
・一一m'
一一一一一が
成
一一一一一期

で
あ
っ
た

。總
一一一獲数
一ハ千
二
百
三
十
五
是
で
前
年
度
よ
り
少
か
つ

た

。

〇
擇
提
通
信

（一一一一一漁
况

）

北
千
島
流
綱
の
解
漁
整
の
盛
况
に
比
較
し
て
振
は
な
か
つ
た
探
提

も
七
月
下
句
よ
り
好
轉
し
て
愁

:

11-
を
開
く
～:
と
が
出
來
た

。
八
J--
初

迄
に

二
万
石
を
実
破
し
た
の
で
経
期
迄
に

は
五
一力
石
に

達
す
る
見
込

な
り
と

。〇
千

歳
通
信

△
昭
和
九
年
度
本
…

現

一一m i
探
卵
数
は

一
億
〇
一
百
四
十
'-l-
万
三
千

一
百

粒
と
一一一ふ世
界
記
一
録
を
出
し
た
が
同
場
の
收
容
能
力
は
普
通
の
方

法
を
以
て
し
て
は
六
千
万
粒
位
で
あ
る
の
に
斯
く
多
数
の
收
容
は

不
思
議
に
考
へ
ら
る
-』向
も
ぁ
る
様
だ
が
之
は
解
化
器
を
再
三
に

I
一三
1

直
b
，
て
使
用
し
尚
余
る
卵
子
二
千
五
百
三
十
五
万
八
千
粒
は
養
魚

池
底
を
利
用
す
る
砂
利
床
解
化
を
以
て
充
営
し
た

。勿
論
～:
の
分

の
解
化
成
績
は
不
良
な
る
を
免
れ
な
か
つ
た
が
そ
れ
で
も
約
七
三

%
の
解
化
率
を
示
し
た
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
他
解
化
場
に
こ
の
方
法

を
す
-』
め
て
も
差
支
へ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
o

△
千
一一一m
E一化
場
へ
の
見
學
'
説
察
を
爲
す
も
の
は
年
々
多
く
な
り
最

近
で
は
千
一一一一一一解
支
笏
湖
間
の
乘
合
自
働
M
-

の
開
通
に
よ
り
て
益
・一一

盛
に
な
つ
た
の
で
之
等
の
・
人
々

の
-it
S
一一
も
ぁ
り
記
〈

f
心

一一一 :

タ

ム
プ
を

用
意
し
て
あ
る

。又
本
合
發
行
の
解
化
事
業
約

装
一一一も
一
組
論
銭

を
以
て
領
け
て
を
る

。

△
本
場
・一，一一一一-の
講
會
合
は
左
の
通

支
場
長
・0
:
一一一一
昭
和
十
年
五
月
十
七
'十
八
日

親

一川一抽
獲
一一一一一一一一一:一事
務
打
合
，一一 :::

七
月
十
七
日

本
場
所
屬
事
業
場
主
任
打
合
會

八

・-1六
日

（）昭
和
九
年
度
鮭
人
工
解
化
事
業
成
績

用

o

，-
l
一

l
l
8

l
-
一

計 l
〇
十

一

'-
'（-

要

究
一一

E一・一一一一
一
、国． :

一一一

一一一
、M一一
“

一:
）、'-・・1

8

会

、登
、J
，・一
七
:

一
九
〇
、〇
〇
〇
他
解

一一
リ
0

化

場
:

移
成

一
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、一0
0

一一一
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、八0
0

l
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一一C l
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五
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選
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一

合

計
一

四 五 六 七 八
i l i 年 l 1 l 1 年 年
度 度 度 度 度

五
セ
三

二

四

一
七
四
〇

一
七
八
一
五

、
七 三 二  -
三 一 〇 一 九 七
〇 二 〇 八 六 一

一

六

、五
九
三
・
七
一

九、
九
六
六_
, ili
'fil

一
、 i

if
六
〇
・
六

一
、九
二
一一一

八

一
四

五

、八
五

一

セ

、八
〇
四

五

、二
一一一一・
二

八

、四
二

一・
二
九

三

、〇
九
四

四

、九
一
九
・
五

一-

大

、二
L:
四
・
九
八

〇
河
一nf
種
卵
の
配
給

-
形
縣
，水
藤
試
驗
場
に

於
て
同
縣
産
河
確
和
卵
を
配
給
す
る
山
な

れ
ば

一一一一…'-一'
の
同
:

-

-

，本
合
、
北
海
通
姚

．館，附
化
場
一又
は
適
廳
水
・一一--
課
へ

左
記
-一一一項
を
=一
し
中
込
ま
れ
度
い

。

因
に

河
一
解
'

は
米
関
和
で
あ
っ
て
本
邦
の
イ
ヮ
ナ

に
似
・一一一:～一一:類で
あ

つ
て
更
に

美
味
で
あ
り

一…一一一東
方
面
に
一 :一一…要
多
い

。養
加
法
は
虹
館
や

ャ
マ

べ
と
同
一
で
あ
る

。1-f-
本
-llf
は
非
常
に
合

:

-
-

一一:--一
で
あ
つ
て
審
布

一と

も
な
る
か
ら
養
城
を
行
ふ
者
は
此
点
に
:一一一 :

-

一一 :
:

l
一
を
要
す
る

。本
通
で
は

現
在
は
支
笏
湖

、
然
別
湖

、
北
一一一一一一通
:一一一雖
m一化
場

（千
一一一一一）、加
張
一一一一

〇
全
道
湖
沼
養
適
研
究
會
の
本
會
加
入

全
道
測
沼
養

一m・研
究
合
は

一一o-一一一:-一
的
に
は
本
會
と
共
通
点
多
き
に
依

り
合
流
し
て

:

=
:

一r
，
の
目
的
を
進
す
る
を
有
利
と
認
め
本
年
網
走
町
に
於

け
る
第
三
回
研
究
人

一一一 :
に

於
て
一浦
場
一
致
决
議
せ
ら
れ
た
り

。一
方
本

會
と
し
て
は
去
る
七
月
一
-
八
目

の
總
合
に

於
て
合
併
に

異
議
な
く
可

决
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
今
後
は
本
・一Mn
に

於
て
湖
沼
研
究
合
の
目
的
に

添
ふ
ぺ
く
;ll-
業
を
施
行
す
る
事
と
な
．、:
，

た
り

。

會

報

〇
第
r
-t:
回

總

會

記

事

本
・

0
:

:

第
七
回
總
合
（'--
-
確

一保
一--llm
協
合
に
組
識
要
更
の
初
會

）は
去
る

七
月
十
八
日
札
幌
市
北
一一一L一適
水
庫
合
經
上
に

於
て
開
一一…一せ
ら
れ
た
り

共
の
概
况
左
に
m一スM i一す
。

）一出一用
着

（會
長

（根
室
一一:-一一館
一一一一一一一一一水産
組
合

）
小

池

仁

郎

理
事
長

（北
海

通
E一聽
解

化

場

）
半

国

芳

男

理

一
那

（揮
捉

島

水

産

會

）
八
木
澤

繁

次

，

（國
後

養

取

水

産

組
合

）
向

井

勇
次
郎

，

（細
一一一一一確
一一解
養
殖
水
産
組
合

、）
井

筒

字
三
郎

，

（紋
別
難
館
養
戒
水
床
組
合

）
大

西

眞

平

l
一一l-
、1

業
組
合
泉
ヶ
一一一一養a3
場
に
て
養

一一一・され
て
を
る

。

一u言

（ l

）
配
給
中
込
卵
数

（二
）
荷
卸
解
名

（三
）
發
送
通
知
打
電
先

（四
）
英
の
他
の
希

一一ぃ'事項

備
考（一
）
卵
代
金
一一芳
粒
に
付

一一一一一給
一一 :一一回一、荷
造
投
運
--l-
を
不
含

）

（二
）
配
給
中
込
期
限

昭
和
十
年
九
J-
二
十
日

（三
）
配
給
時
期

自
十
年
十
:
:

-
:

-
・

山
・・
，一リ
至
十

一
年
二

:

月
中
句

〇
第
三
回
全
道
湖
沼
養
殖
研
究
會

・

本
年
度
同
會
は
去
る
六
月
二
日
三
日
の
一

雨
日
細
---
-lf-
業
組
合
・一一一-一…一

に
て
細
-l-
町
に
開
會
せ
り

。來
〈

一W
者

，民
間
側
は
細
・

定

、
阿
来
一
、
．洞
，一一一一一一

測

、
屈
斜
路

、
厚
…

．
-一 :
、
大
沼
'
班
路

、
常

:

-

「
f

下
一一一別各
漁
業
組
合

の
外
細
定

、
紋
別
各
発
'

殖
水
産
組
合

、
細
走
町
役
場
'

細
定
一
E一一一一等
三

十
四
名

、・
言
随
側
は
北
海
適
廳

:
-

E
-

．一解一解 :

化
場
、
水
1lf
試
驗
場

、
素

谷

、
十
勝
'
細

一le一各
支
鹿
よ
り
十

二
名
合
計
四
十
六
名
に
し
て
研
究

議
案
八
件
を
協
議
せ
り

。尚
1-l;
機
會
を
利
用
し
細
走
湖
、
能
取
測

、

北
一一一等を
融
察
せ
り

。
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總
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勇
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一一M一
泉

功
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ロ

進

三

奥

村

清

:-r-

国

満

計

四
十

二
名

）
二
報
告
事
項

（
Δ
昭
和
九
年
度
事
業
報
告

昭
和
九
年
十

一
月
二
十
六
日
第
六
回
總
會
一一
於
テ

從
來
ノ
一m
i

-

一
照
M一

化
一

事
a
-
l一協

會
ヲ
解
散
シ
北
海
道
姓一節
保
護
協
會
ト

改
納
シ

内
容
組
織

ノ

改
善
ヲ
期
シ

タ
リ
'
十
年

一
月
十
二
日
役
一 :
:一會一7
，開
確
シ
テ

總
會

提
出
議
案
r

7

，審
盛
セ

リ

ナ
ル
ヲ

以
テ

更
一一
考
究
ス
ル

必
要
ア

，
lー

ト
認
メ

タ
リ

）
ロ

一一一一・一一一一一一-臓
解
料
試
驗

（前記
一一一一一一・一M一ノ

ー-lF
臓
一プ
鹽
機
シ
一解
一一一一一一一一一一ノ解
料
一一
供
シ
タ
u
，
-・
、

:
1
::一一 :

ノ

結
果
ハ

願
ル
良
好
一一
シ
テ

養
一
解
業
者
一一
推
一実
ス
ル

価
値

ア
リ
ト

認
・一一，
タ
リ

五
'
調

益

事

項

）
一
極
那

輕
国

ノ

配
付
及
親
布

破
一一買特旋
調
本e

（統卵
ノ

配
給
希
第

者
ハ

通
内
外
一プ
通
シ

多
數
ア
ル
モ

供
給
力
不

足
ナ

ル
タ
メ

充
分
ノ

輪
旋
ヲ
爲
シ

難
ク

認
メ

タ
ル
モ
本
年
度
斡

旋
シ
タ
ル
モ
ノ

及
:一一-:一加一方
中
込
ヲ
受
ヶ
タ
ル
モ
ノ

左
ノ

如
シ

一一一一一一
随
一
極

卵

四
十

五
一M
粒

ァ

メ

マ

ス

極

卵

-
出

粒

｝

ヲ
シ
ョ
ロ

コ
マ

極
卵

二
十

西
粒

斡
旋
方
中
込
ノ
分

キ

ウ

リ

ー-lf

卵

来

定

六

、 :=一ハ

他

本
適
姚一館
定

一一一一一一一一a一ノ
維
持
增
進
ノ

タ
メ

近
時
勃
興
セ

ル

沖
取
一一一fa

一業
ノ

細
限
ヲ

一一一一一要
ト

認
メ

装
林
大
區

、
北
海
適
廳
長
，=
'
-一一一一网水

産
會
長
一一
陳
精
セ

リ

（陳
精
1l一一:
ハ
姚
館
集
報
第
七
年
二
十
六
號
一一

載
セ

タ
リ

）
而
シ
テ

右
陳
一M一ノタ
メ

小
池
會
長

、
大
西
、
八
木
澤

村
山
ノ

各
理
事
ノ

上
京
ヲ
ー-「 iハ
シ
タ
リ

1
一二
〇
-

北
海
道
難一解
定
J

整
集
研
究
會
一一 :

本
會

一一
合
流
セ
リ

ー

、
會

員

数

（l9
和
十
年
七
月
十
五
日
現
在

）

一
極

會

員

二
十

六

名

二
極

會

--

百
六
十

九
名

（E
M

ji十
五
十-
六

e

計

百
九
十
五
名

備
考

九
年
度
中
ノ

異
動
ハ

1l;-
合
二
名

、
入
・

0

，
-

1
-

二
名
ア
リ

二
'
機
開
誌
ノ

愛
行

一E一一館
---
報
第
七
年
第
二
十
六
號
ヲ

昭
和
十
年
二
月
二
十
二
日
發
行

シ
ー

0
i

:
-一 :一一一 :-一?
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他
開
係
方
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一一
配
付
セ
リ

三
、
:

==一ノ
他
印
刷
物
ノ
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姚一館
解
化
事
業

:

紺
端
書
1

7

發
行
シ

斯
業
ノ

宣
傳
一一
資
シ

タ
ー-l

四
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試

驗

事

項

）
一
養

一
解

試

驗

（已述
ノ

如
ク
本
會
ノ

組
織
確
定
セ
ザ

リ
シ
タ
メ

施
行
ス
ル

一一
至

ラ

ズ）
-l

二
観
布

一和
用

試
驗

（嫌一館
観
布

一及
一股
物
ノ

利
用
試
驗
ト
シ
テ

左
記
施
行
セ
ー-l

0一
老
布

莉
用
試
驗

（
M一老
，m
ノ

肉
一フ
，破
賽
時
競
シ

養
館
解
料

一一
供
シ
タ
リ

、
英
ノ

結

果
ハ

（解
料
ト
シ
テ
ノ

醫
養
價
ハ

相
営
ア
ル
モ
製
解
操
作
一一
不
使

△
昭
和
九
年
度
收
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算
報
告

收

入

科

目

-f

算
一

決
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一

一
、會

--l-

一一
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-ll-
入

寄
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金

前
年
度

繰

越

計

一一

一

八

0

0
0
・一

一
一一一
、00

l
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一

1
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一
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一
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0
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一
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円
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一一0
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鐵
報
略
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料
二
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〇

一一0
0

、00
利
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-「--二
八

一'一国
-
l-
国
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、

支
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科

ロ

一
、給
興

一 :・a
、oo

円

一

t
-

-

-

一
、001

l

一一一-
、00
一一～一一
八
年
度

一一0
、00

一一一一0
、00
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一
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一一一一一'一一一一一
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八
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、00
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一一、一一
元
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一一
-
一
印
章
一一一・十一一'f
-

一
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一
一

0

、00
事
務
因
託
者
分

役
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會
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席
者
0
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一
・
'

、一

．

0

，
四
0
一

一0
0

、00

l
一

表

、八一一

」
一

差
引
渡
金

二
百
八
・L
国
十
六
一鐵

次
年
度
へ
繰
越

以
上
原
案
一一一a :

認

）
二
協
議
事
項

（Δ本
會
會
則
改
正

・件

左
記
の
通
決
定
せ
り

〇
北
海
適
:一
要
歸

保
護
協
會
々
則

，

第

一
條

本
會
ハー

:

-一一一一館
一 :

，
:一ハノ
他
ノ

養
取
事
業
:一一一 :

-

m一一一解
一一一一業ノ
改
善

發
進
ト

開
係
業
者
ノ

連
:

新

一一一一一一a…一密
ヲ
圖
リ
以
テ

漁
利
ノ

維
持

端
進
ヲ

期
ス

ル
ヲ
目
的
ト
ス

第

二
:

-
W一
本
・

0
:

:

ハ

北
海
一
通

:
-

-
1
i

館
保
護
協
合
ト

細
シ

北
海
適
姚
館
解

化
場
内
=

置
ク

第

三

條

本
會
ハ

北
海
一一通

:

:

M
i

館
一m一化
場
親
布

-iif
-

f
-一受
一一:一者
、 :

一一一館一

ル

コ
ト
一7-'得

第
十

一
條

本
會
々
員
ハ

左
記
一一
依
-l-
會

一一n----
，負
擔
ス

ル
モ
ノ
ト
ス

一
種
會
員

組
伯

-iiS
獲
受
一 :=
～

者
ハ

當
該
解
化
場
ノ

設
備
一一

應
ジ

別
表
一一
依
ル

難一節
漁
業
者
ハ

免
許
漁
業
構
各

一ヶ
統
一一
付

年
額
金
一
国
ト
ス

但
シ

一
人
ノ
:
取

高
負
糖

額
ハ

金
五
．l-
国
一プ
超
エ
サ

ル
コ
ト

養
效
事
一一Y--

:

経

一a-一者
ハ

年
額
金
五
国

二
組
會
員

年
額
金

一
国

第
十
二
條

本
會
々
計
年
度
ハ

毎
年
四
月

一
日
一一
始
マ
ー--
翌
年
三
月

三
十

一
11
一一
経
ル

第
十
三
條

毎
年

一
回
總
會
ヲ
開
キ
，一W

一一一一一一
關
ス
ル

决
議
ヲ
爲
ス

外

必
要
ト
認
ム
ル
協
議
研
究
ヲ
行
フ

第
十
四
條

會
長
一一
於
テ

必
要
ト

認
ム
ル

場
合
ハ
ー

随

時
役
員
會

一7
開

キ
會
i

務
ヲ
處
理
ス

別

表

（報
魚
補
整
受
託
者
會
費

）

受

託

者

摘

要

一:

（（一n
五
〇
〇
・一一一

三
〇
C

）・″・

五
二
（ :

）一″・
一五
，

l
一一=
-

l

漁
業
者
及
一一M
誌
英
ノ

他
ノ

養
殖
事
一一一一一 :一一一漁業
一一開
係
ヲ
有

ス
ル
者
ヲ
以
テ
組
織
ス

第

四

條

本
會
一一一員
ノ
ー

m
-一類
ヲ

左
ノ

如
ク
分
ツ

一
極
合

」
a
観
・一一描
一一一一受一一一」=者
、 :一一一一aa:ノ
免
許
-ifa
業
者
及

一E一一一解一::-

-
ー

ノ

他
ノ

養
殖
事
業
經
管
者

二
種
會
:
-u
-

-一一一一解
:一ハ
ノ

他
ノ

番
殖
及
一一一、業一一
開
係
ヲ
有
ス

ル

者

第

五

條

本
會
ハ

:
-一::一ハノ
目
的
ヲ
進
ス
ル

タ
メ

左
ノ
事
業
ヲ

行
フ

一
姚一館
英
ノ

他
ノ

養
取
及
漁
業
:

關
ス
ル
'調
在
'
試
驗

研
究

、
鑑
定

、
紹
介
及
質
疑
應
答

二

前
印
組
前
ノ

配
給
一一一 :-一一～

三

機
開
-
心

及
有
益
ナ
ル
圖
書
ノ
列
一
行

四

一一一=
聽
ノ

請
問
一一
應
シ

又
ハ

意
見
ヲ
開
陳
ス

五

英
ノ

他
必
要
ト

認
ム
ル
事
項

第

六

條

本
會
一一
左
ノ

役
:

:
:
:

-一ヲ
一
置
ク

合

長

一

名

理

事

若
一1
名
（内
一
名
ヲ

理
事
長
ト
ス

）

第

七

條

役
:

-lー
ハ

總
，一一一:
一一
於
テ

，一一 :

-
:

:-一中
ヨ
リ

選
舉
ス

理
事
長
ハ

理
一 :-一」中
ヨ

リ
會
長
之
ヲ
指
名
ス

第

八

條

役
u
ノ

一・一:
期
ハ

五
年
ト
ス

第

九
條

總
合
，，決
議
一一
依
リ

本
會
一一
顧
間
r

7
一置
ク
コ
ト

一7
得

第

十

條

一̂一 :
長
ハ

本
會
事
務
-ll，
整・出
ス
ル
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ヲ
任
命
又
ハ

囑
託
ス
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備
考

會

a
算
出
基
礎
左
ノ

通

一
一
金

額

三
〇
〇
万
粒
以
上

五
〇
（ :
）・
″・

七
〇
（-'
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一
、〇
〇
〇
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二
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〇
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〇
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-

・
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〇
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〇
〇
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〇

Δ
昭
和
十
年

度
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業
計
a
拉
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決
定
せ
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一一計・
業

計

識

一
、
機
開
雑
一一一一一一及
:

英
他
印
刷
物
ノ

列
行

（一
）
難一館
推
報
ヲ

年
四
回
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上
發
行
ス

（二
）

:
:

l
::一ハノ
他
本
合
ノ

目
的
一フ
遂
ス
ル

タ
メ

必
要
ト
1

認
ム
ル

圖
書

ヲ

理
算
ノ

範
国
内
一一
於
テ

隨
時
列
一
行
ス

二
、
會

議

（-
）
報

會

一
回
開
催

，・，一一一定
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出

科

目
一
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一

摘

要

三
八
〇
回
一
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〇
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一

五
〇
--
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〇
C
回
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會
出
席
者
旅
表
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一
C
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一
-部
;-
-

f一m
-

一四
o

j
ノ

f
一-…

-ll-
物
．
一

0
0

一）部
・

部
t

--
二

〇
〇

t

寄
格
一一一一1la
二
十
同
分

一
回
三

Ill1

六
〇
llii

，f
lf
會

一
同
六
十
名
出
一mm・
一
名

一一 :-
-l--
三
0

一）国

回
一一益

l穂.
員會

會一一同

回六
三十
十名
名出
出 J常

席一一名

名1f,i
五 llil
回三-.3

l一二●
1

（二
）
役

一 :- :

--
會

一
回
開
-iー
ノ

理
定

三
，
試
驗
事
項

（一
）
-一一一一一解
試
驗

:

国一館
期
．ノ
池
沼
河
川
ヲ
利
用
ス

ル
ー一0一一一一一一プ行
ヒ
斯
業
ノ

發

展
一一
必
要
ナ
ル

事
項
一一
付
試
驗
シ

併
セ

テ

生
産
布
'
ヲ
試
實

ス

（
二

）
親
・一 :一莉用
試
驗

解
化
用
親
・一一一 :一一一一一一一一一一一M一ノ
利
用
方
法
一一
付
試
驗
セ

ン

ト
ス

四
、一調
益
事
項

（一
）
-

M一-
一
随

一一一一一族ノ
系
統
調
本
能

（二
）
確
一
館
漁
業
及
養
殖
ノ

時・
生一一防
止
一一
開
ス
ル

調
本
能

五
、
斡

:

i一一一一-一一・
項

（一
）
極
卵
、
'

一前一商
ノ
配
論
一一一一 :E-

（二
）
親
e一ノ
販
商
賞

斡
旋

六

、
英

ノ

他
收

支

豫

算

收

入

ロ
一

金

要

ー、
會

-;
六
七
〇
国=- _
一程″?組
會 會
員 員
fi装ilS1最
名成装託
業者者
者八
百
三五
† 十
名ヶ
続一八五

〇五五七
〇〇〇〇

一=十
〇百萬
〇1:t粒
人一一-1Et萬
人五粒

一十五
国鍵国

五三〇〇五
〇〇〇〇〇

一
〇
〇
国
一

原
料
及

一整
'la
記・手

一Mi

一
五
〇
-n-
調
益
'-la
-l-
手
常
一一一 :一名
一・一一一．-n・
三
〇
-li-

-

:

r

一

:

一

B
:

:一一一一
我
一

一

一
〇
〇
回
一

一
〇
〇
一回

二
〇
〇
M

l

二
〇
国

計

三

、九

Δ
-E
門
設
置
に
開
す
る
件

總
合
の
决
議
に
よ
り
本
合
顧
間
と
し
て
左
記
六
一n
-
'

を
推
-E
す

一一一一一
，．

一一．．一
．・
、一な
れ
り

。

北
海
適
聽
水
席
課
長

北
海
適
水
産
試
驗
場
長

l
三
a
l
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1

E
館
高
等
水
産
學
校
長

小
梅
水
産
學
校
長

農
林
技
師

德
久
三
截
氏

理
感
一・m :
士

藤
田
経
信

一一 :

-
'

Δ
適
外
入
會
者
に
開
す
る
件

本
適
外
に
在
性
す
る
者
に
し
て
本
會
に
入
會
を
希-
望
す
る
向
直
入

會
を
差
支
な
き
事
に
决
議
せ
-l-

。

〇
會

一一-
消

息

．

〇
新
入
一-
i

昭
和
十
年
二

:

-
・
;-
以
降
本
會
に
入
會
せ
る
合
員
左
記
の
通

會

田

---
-
-

f
-

北

控
-m
難一館
解
化
場

中

村

永

一

全

岡

田

一一E

全

一一一一本
勝

一

金

秋

一一一一一一
一-f
次
郎

全

一一生
野

克

已

全

櫻

井

基

博

全

-ll-

国

清

全

飯

国

'

毅

全

三

浦

条

'-

M

全

虹
'

別
支
場

柴

国

幸

一
郎

全

関
後
支
場

板
谷

茂

小
田
部
最

一
道
上
永
吉

三
宅
川
渡
太
郎

佐
野

誠
三

岸
田
敏
明

谷
口
達
三

湾
野
政
勝

水
浮
一
郎

大
西

眞
平

飛
島

基
---

高
木
爲
吉

會
我
部
齋
治

品
川
金
次
郎

△
一八

年

度

分

内
海

登

演
加

:

止
場

小
野
政
秋

押
味
幸

一
野
口

正
:

税

佐
藤
三
太
郎

・・一・一屋一幸
吉

小
池
資
三
郎

久
保
国
定
二

湖
-ln

美
義

小
田
部
最

一

適
上
・
水

吉

波
多
野
安
吉

高
木
-1-S
吉

0
n
我
部
路
用

ム一m

晶
川
金
次
郎

佐
野
談
三

可
番
谷
政
夫

渡
野

政
勝

水
一一-。，一
郎

大
西
一一:?
平

飛
-一一一一一一一治

Δ
七

年

度

分

小
野
政
秋

-
:
-

m
幸
吉

小
'M一一一一一 :一三
郎

久
保
田
定
二

湾
沼
美

義

一
通
上
永
吉

内
海

登

品
川
金
次
郎

一m一野政
勝

全
一一一
年

度

分

小
野
政
秋

小
池
資
三
郎

久
保
田
定
二

適
上
永
吉

内
海
登

晶
川
金
次
郎
'

一M一一野
政
勝

△

五

年

度

分

小
池
責
三
郎

久
保
田
定
二

渡
野
政
勝

△
四

年

度

分

小
池
資
三
郎

久
保
田
定
二

〇
寄

一
贈

日

書

日
本
水
政
新
聞

、
水
産
新
報
'
東
京
水
産
新
聞
、釣
人

、水
産
公
論

1一二
:-lt
l

一一一一
原

喜
代
松

水
産
講
習
所

a
国

廣

北
海
適
一一M i
9
解
化
場
国
後
支
場
附

-f
音
根
別
事
業
場

〇
一
腕

退

書

f

波
多
野

安

吉

前

国

一一一一

0
死

・一」
書

-
lf

一-=r

差
科到
一
本
年
七
月
+
九
日
不
慮
の
災
一m
に
て
逝
去
せ
ら

る

。同
着
は
一男
拂
解
化
場
観
・一一M一一川獲
を
糖
任
せ

ら
れ
本
會
最
初
よ
り
の
〇

n
な
り

一 :

-

?

-
i
:

に
一一一一一え

ず

、

〇
會

一1一
領

收

報

告

本
合
二
一一一一一0i :
:

員
の
本
年
三
月

一
日
よ
り
八
月
六
日
迄
の
合
投
領
收

報
告
左
の
通

△
十

年

度

分

海
沼
美
義

精
山
光
治

岡
田

簡

9
川

廣

三
宅
川
渡
太

郎

演
畑
正

」男
海

］
-l-
谷
成
城

渡

一一一一一定
吉

野
口

正
糊

高
木

爲
吉

△
九

年

度

分

内
海

登

一一一一一加正
M一
池
田
利
三
郎

小
野
政
秋

押
味
幸

一

野
口

正
樹

佐
藤
三
太
郎

土
屋
幸
吉

小
池
費
三
郎

久
保
田

定
二

獲
沼
美
義

石
国
竹
彦

吉
野
武
者
一一
m
M
f
:
J

田
彦
七

l
三
-
l



〇
寄

稿

歡

迎

一
、
論
一就
、
資
料

、
趣
味
、
地
方
般
:e
の
各
一開
及
・
-a
眞
、
圖
表
等
に

開
し
寄
稿
を
掀
迎
す

。

一
、
本
一一一一一に
-n
械
せ
る
も
の
に
は
薄
認
を
呈
す
o

一
、
論
識-
'
資
料
の
各
組
に

-a
破
せ
る
分
の
別
刷
は
御
一0
-i
-

，一に
依
り

三
十
部
を
限
り
無
代
進
一 :
一一aす
。

一
、
原
稿
用
紙
は
中
込
次
第
郵
送
す

。

^
〉

別
記
の
通
--

“-
…

年
十

一
月
を
以
て
本
合
:

型
M
せ
ら
れ
解
化
事
業
協
，-W
:
・ :u一は
其
値
本
會
，i-
と

な
ら
れ
た
る
次
第
な
る
・一一一 ::一一一一一し
御
都
合
に
:一一一て
入

^
W
に
な
，h一一r0
る
方
は
:一 :

ー
ハ
ー

一一 :
:
:

至
一意
御

一
報

を
-
ム
ム
o

^
〉

本
會
，-一、發
は
第
二
m'
會
:u一は
年
額
金
素
回
と
し
十
年
度
分
は
來
る
四
月
に
御
排
込
を

一ムムo

〇

解
化
事
業
協
合
:

時
代
の
未
納
會
投
は
別
に
納
入
中
上
ま
す
か
ら
一主
一一一-1-
:

御
一mW一
込
下
一r-一
ぃ
o

〈〉

本
合
:

十
年
總
合
:

は
來
る
五
月
中
旬
開
催
の
澱
定

會

生
日

1
三
八
-




